
天気予報技術に関するWMO第皿／第V地区技術集会に出席して

議したことからわかるように，この集会は最先端の予報

技術について深く掘り下げて話し合う目的の集会ではな

かった．また，training　semi“arでもなかった．

　参加各国の予報技術や利用できる気象観測機器，通信

手段，電子計算機などのレベルが国によってかなり異な

るため，各国が直面している課題に大きな違いがみられ

た．一般に先進国では最新の設備を用いていかに予報技

術を向上させるかが強い関心事であったが，発展途上国

では同地域内のRMCから数値予報結果の格子点値を

送ってほしいとか，観測・通信網や計算機の整備・向上

やtraining　courseの必要性など，より基本的で切実な

問題点が指摘された．ζのため，質疑応答やパネル・デ
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イスカッションにおいて議論がかみ合わないことが時々

みられた．ディスカッションの報告では，いろんな国の

雑多な意見が調整され，とりまとめられた．

　このようにやや総花的で徹底さに欠けた集会ではあっ

たが，この種の技術集会がたまにしか開催されない実情

を考えれぽ，ある程度止むを得ないだろう．また・浅い

ながら予報技術に関する最新の知識に触れることがで

き，有意義な集会であった．集会の運営にあたってホス

ト役を熱意をもって勤められた中国国家気象局の方々の
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